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◆５月の道徳をふり返って…   ５月 心のテーマ：節度ある生活 

 

６月に入り、１学期も折り返しとなりました。学校では部活動の「加賀地区大会」も近づき、どの学年も『文武両

道』で頑張っています。 さて、今回の道徳だよりでは、１年生と２年生の５月の道徳の実践の中から、その内容や感

想などを紹介します。 

◇１年生の実践 

「2丁目の自動販売機」  A（１）誠実な生き方 

 

明君は友達の長野君から、自動販売機でうまくやると１０円でジュースを取り出せるということを聞きます。その

ことを知って、悪いことと知りつつ明君はやってみたいと思います。友達の誘いを受けて実行しようとしますが、次

第に良心がとがめて、気分が重く行動が鈍ります。この状況で自分ならどうするか、グループで話し合って考えてみ

ました。 

 

【生徒の感想】（一部抜粋） 

 

・友達に悪いこととかをすすめられても、友達が言ったからといってやったらダメだと思った。 

・万引きみたいなものだし、泥棒と同じだから、そういうことはやらない方がいいと思った。 

・私がこの立場だったら買わなかったと思います。自分には自分のやったことがわかっているので、うしろめ

たい気持ちになってしまうからです。 

・ダメなことだと分かっていてやってしまうのは、いいことではないと思います。今日の学習では、ダメなこ

とはやっぱりやってはダメだということを改めて分かりました。 

・犯罪につながる行動はしたらダメだと改めて分かった。これからも一時的な考えで、そういう行動はしない

ようにしたい。 

・自分がこんなことをしてしまったら、もしみつかったら、親にも迷惑をかけてしまうので、絶対にやらない。 

・犯罪は悪いことだと改めて知ることができた。もし見たら注意していきたい。 

・明と長野君はすごく仲が良いけれど、やっぱり判断は大切だなと思いました。 

・しっかりと断れるようにしたいし、断る勇気を大切にしたい。 

・私はそんなずるい方法で手に入れたジュースはほしくないし、飲みたくない。そんな（ダメだと分かってい

る方法で買った）ジュースを飲むよりも、正しい方法できちんとお金を払ったジュースの方がいいと思いま

した。 

・見つからなければ何でもやっていいからとは思わないで、その先のことを考えて行動できるようになりたい

です。誘惑に負けず、自分のことだけではなく相手や周りの人のことも考えたい。            

 

→ 裏面へ続く 



◇２年生の実践 

「海と空 ―樫野の人々―」 C（１８）国際理解 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】（一部抜粋） 

・日本とトルコが親日関係であったことは初めて知った。国が遠くても離れてい

ても、水平線のようにつながっているんだろうなと思った。 

・国関係なく、助け合っていくことが大切だと思いました。もし、樫野の人々が

トルコを助けないでいたら、航空のときに助からなかったかもしれないんじゃ

ないかなと思いました。人間は誰かに支えられて生きていくのだと思います。 

・１００年前に日本がしたことによってトルコの人々も助けてくれたので、その繰り返しで信頼関係が生まれ

るんだと思いました。他の意見の中では自分と違ったところに注目していたりしたので、とてもなるほどな

あと思いました。自分は日本とトルコを空と海に例えたけど、他の人はトルコ航空と日本人を例えていてす

ごいと思いました。 

・何かが違っても同じ人間なんだから、あの水平線で一つになった海と空みたいに助け合っていきたいと思っ

た。 

・恩は返ってくるんだと思いました。食べ物がなくなるぐらいにトルコ人に食べ物をあげ、予備のにわとりま

であげたこと、本当にすてきだと思いました。このことは約１００年も前なのに覚えていてくれて、今回ト

ルコが日本を助けてくれたのが、これこそ協力、助け合いだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

寺井中 道徳重点内容項目について 

先日は道徳アンケートに協力していただき、本当にありがとうございました。今後はアンケート結果を生かして、道徳教

育を進めていきます。 

また、今年度の道徳重点項目は以下の２つです。昨年度の保護者、生徒アンケートの結果をふまえて決定いたしました。

重点項目については、年間を通して道徳の授業でも実践していく予定です。授業の様子や生徒の感想などは、この「道徳だ

より」でも紹介していきます。よろしくお願いいたします。 

 【重点内容項目】 

自主、自律、自由と責任 自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をもつ。 

思いやり、感謝 
思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活や

現在の自分があることに感謝し、進んでそれに応え、人間愛の精神を深める。 

 

1985年のイラン・イラク戦争の家中、テヘランに取り残された日本人たちはトルコ航空によって救出されました。

その中の一人であった筆者は、なぜトルコは危険を冒してまで日本人を救出したのか疑問を持ち続けていたが、その

背景には 1890 年に和歌山の樫野崎でエルトゥールル号の遭難事件があることを知ります。トルコ記念館を訪れ、

樫野の人々の献身的な行為を知り、百年の月日が流れた後もその恩恵に報いようとしたトルコの人々の恩情に胸を打

たれたのでした。 

 ２０１１年の東日本大震災のときもトルコの救助隊は日本を支援

してくれました。そして、その数か月後、トルコが大きな地震に見舞

われ、日本の救助隊がトルコに駆けつけました。このお話の後も、国

を超えた助け合いはずっと続いているのですね。 

映画「海難１８９０」も機会があればぜひ観てください。 


